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市町・自治体・団体 課題解決事業者

買い物代行等の“市民同士の共助サービス”の構築

加西市
政策部情報課

株式会社ALLX



今回取り組んだ課題

取り組んだ課題 解決してない理由は？

“クルマ社会” である加西市において、高齢者等
の交通弱者の市民に対して、市民同士の共助・助

け合いの仕組みを構築したい。

生活に必要な買い物等に交通手段がな
ければアクセスできない環境。

人口密度が低く都市のようなサービス
が成り立たない。

求める解決策

地方型クイックコマースの仕組みを実現し、交通
弱者の買い物を支援する。



実証概要

実証概要

買い物代行サービス実証実験

目的 ターゲット

将来的な「買い物に行きたいけれど
行けない」方を地域等の助け合いで
支援する仕組みの構築を目指して、
ニーズや運用上の課題を把握する。

高齢者、障がい者、妊婦、子育て
中の方など、店舗への移動が困難
なご本人、またはそのご家族

事業者のアセット 市町のアセット

・実証事業参加者の募集
・公式アプリ等からサービスへリンク
・広報活動
・参加者向け説明会の開催

・テストサイトの構築
・買い物代行サービスの実施
・ヒアリングの実施
・実証結果の検証



具体的な取り組み

実証①

写真・データ、
システム画像・動画等入れて下さい

高齢者向けの買い物代行協助サービスの有用性



実証結果

定量
結果

実証実験参加者数20名
合計実証回数24回

当初予定していた20件程度の実証実験の
中から課題収集が完了

定性
結果

プロトタイプを利用して頂いた
感想や改善要望を収集

実際のアプリ開発に向けた機能面、商品ラ
インナップ等の改善案の収集が完了した



実証のまとめ

総括

買い物に行けない高齢者や障害者の方にとって本当に必要な商品とは何か、また実際の利用
シーンに沿ったシステムのあり方やUIの改善案について確認する事ができた

期待される効果

買い物に行きたくても行けない人と隙
間時間を有効に使いたい配達者双方の
協助サービスとして双方のニーズがマ

ッチしていると考えられる

改善点

・商品ラインナップが少ない
・スマホ版のUIが見辛い
・配達者側にとっての法律の壁



本事業の今後の計画

今年度の結果
次のアクション
（2026年度）

ゴールイメージ

・サービスローンチに向けた実証
実験から利用者にとってのメリッ
トがしっかりとあるという事を確
認する事ができた

・ビジネスモデルとして確立
・同様の課題を抱える他地域への
横展開

写真・アイコン
等入れて下さい

実証継続

・課題点の整理
・望ましいサービスを継続検討
・必要に応じて実証を実施



意気込み

こんな人と話したい

物流とITの横断的な課題解決方法を提案します

・生産/物流/ITをうまく連動させたい事業者様
・ITの力で課題解決をはかりたい自治体の担当者様



地方型クイックコマースによって

交通弱者も買い物に困らない

便利な「ミライナカ」を実現します。
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